
（学校運営協議会・報告様式） 

 

令和４年度 第３回 稲生小学校 学校運営協議会 実施報告書 

 

１ 日 時  令和４年９月２２日（木） ９：３０～１１：００   

 

２ 場 所  図書室 

 

３ あいさつ（学校長，委員長） 

 委員長：地域ととともにある学校づくりに向けて，スムーズな議事進行を。 

 学校長： 2学期が始まって 2週間。5年生の稲刈り，4年生社会見学が実施でき

た。8月に比べればコロナの感染は落ち着いてきたが，0になることはない。引き続

き感染対策をしっかりやっていく。 

 

４ 協議内容 

（１）登下校の見守りボランティアについて 

7月 22日に「子ども見守り隊」の総会が行われた。「子ども見守り隊」も学校運営

協議会のボランティア組織の一つとして位置付けていくということで承認。（別紙１

参照） 

（２）鈴鹿市制施行 80周年記念みんなで創ろう！レガシー事業について 

 事業計画案が市に承認された。環境整備や樹木伐採に関して，夢協や PTA からも

支援していただく。（別紙２参照） 

（３）家庭学習の習慣化について 

 家庭学習の時間が短い，ゲームの時間が長い，読書の時間が少ないという教育課題

に対して，家族ぐるみで意識してもらう必要がある。保護者にプリント配布予定（別

紙３）。白子中学校区ノーメディアデーや「家庭学習がんばり習慣」の取り組みととも

に家庭への協力を呼び掛けていく。 

（４）10月 4日（火）～6日（木）授業参観について 

 コロナ対策をして地区別で実施。（別紙４参照） 

（５）児童の様子について 

 比較的落ち着いているが，学力が定着していない。不登校気味の生徒も数名いる

が，1学期に比べるとほとんど毎日登校できている児童もいる。新たな不登校を生

まないよう早期に対応していく。会議後，児童の様子を参観してほしい。 

 

５ 地域コーディネーターより 

各ボランティア活動の現状，進捗状況についての報告。 

 

６ 杉谷コーディネーターより 

 レガシー事業の内容が地域と連携した稲生小学校らしい取り組み。家庭学習の時

間が短い，ゲームの時間が長い，読書の時間が少ないという教育課題は鈴鹿市の課

題でもある。学力の定着に向けて地域や保護者と協力を。 

 学校運営協議会は「社会に開かれた教育課程」を議論する場。地域学習に関して

学校運営協議会で話し合われた内容は，教員に周知していく必要がある。 

 

７ その他 連絡 

 ・10月 6日（木）天栄中学校区拡大学校運営協議会 15：00（栄小学校体育館） 

 ・11月 8日（火）第 4回学校運営協議会【白子中学校区】16：00（白子中学校） 

 ・12月 8日（木）第 5回学校運営協議会兼学校保健委員会 16：00（図書室） 


